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犬から得られたＳﾉﾉWqgDﾉﾉｏｊ伽ｓの一種について

１）犬とマウスへの感染試験

堀江牧夫野田亮二

野田周作大西堂文

(大阪府立大学農学部獣医学科家畜内科学教室）

(昭和48年８月20日受領）

体幅，頭端から神経環まで，腸管起始部まで，生殖原基

まで（Ｆ型子虫のみ)，陰門まで（Ｒ型および寄生期雌

虫)，クロアカまで(Ｒ型雄虫）および肛門まで（Ｒ型雄

虫以外)，生殖原基長(Ｆ型子虫)，交接刺長(Ｒ型雄虫）

ならびに尾長の測定を行なった．

３）これら各虫体および虫卵の計測値について，そ

の平均値，標準偏差および体長に対する各部位の百分率

の平均値を算出した．また，これらの値と，前報のＳ・ｓｚ・

の対応する計測値についてｔ検定を用いて有意差を検討

した．

３．犬への接種試験

１）実験犬として，糞便の塗抹法および培養法で寄

生虫陰'性であり，臨床的に健康と認めた犬12頭（８４，

二８，３カ月齢～３歳，体重3.0～7.2kg）を用いた．

２）糞便濾紙培養法によってＦ型子虫を採取し，少量

の水中でよく混和後，その0.1ｍ’中に含まれるＦ型子

虫の数を算出した．６頭については体重１ｋｇ当り100

隻の割合で，また，他の６頭については体重に関係な

く，1,000～２，０００隻を皮下接種した．子虫液には１ｍｌ

当りペニシリン100単位およびストレプトマイシン２００

ガンマーを添加した．接種後は毎日糞便の塗抹法によっ

て含子虫卵を，また，培養法によってＲ型成虫またはＦ

型子虫を検出するまでの日数（prepatentperiod）を調

べた．

３）体重１ｋｇ当り100隻を接種した６頭については

糞便100ｍｇ中の含子虫卵数を数えることによってＥＰＧ

を算出した．虫卵の検出されない日には培養法を行なっ

た．

４）Ｆ型子虫接種後16～58日目に薬殺し，小腸にお

ける寄生期雌虫の分布状態を調べた．すなわち，小腸を

３区に分け，粘膜を掻爬してスライドグラス上に圧平し

先に堀江ら（1967）は犬から得たＳＺｒｏ"gjvZoiaesにつ

いて検討した結果，Ｓ・stercorα/ｉｓ（以下ＳｓＺ.）と同定

したが，その後Ｓｓｚ．とは別種と思われる同属線虫

(以下ＳＳＰ）を得たので，発育各期の形態学的観察お

よび犬，マウスへの感染試験を行ない，ｓｓｒ、につい

ての前報の所見と比較した．

材料と方法

１．供試材料の由来

昭和43年11月10日頃，長崎県から堺市に移入された，

推定年齢２歳，体重7.0ｋｇのプードル種牡犬から下記の

ようにして供試材料を得た．

昭和43年11月15日，食欲はあるが食後直ちに嘔吐する

ので来院した．検便によって含子虫卵を認めた．

昭和43年11月18日，検便によって再び含子虫卵を認め

たので糞便の濾紙培養を行なったところRhabditis型

(以下Ｒ型）雌雄虫体とFilaria型（Ｆ型）子虫を多数

認めた．

これらのＦ型子虫1,000隻を他の子犬（３カ月齢）の

背部皮下に接種し，糞便検査を続けたところ，７日目の

濾紙培養によってＦ型子虫が検出された．

これらのＦ型子虫を用い，犬に累代接種を行ない，そ

の糞便内の虫卵，糞便培養によって得た自由世代Ｒ型

雄・雌虫およびＦ型子虫，また，接種犬の剖検によって

小腸より得た寄生生活世代雌虫（寄生期雌虫）を以下に

述べる諸実験の材料とした．

２．各発育期虫体の形態学的観察

Ⅲ）糞便中に排泄された含子虫卵100コについて，

長径および短径を計測した．

２）上記の自由世代Ｒ型雌虫100隻,Ｒ型雄虫20隻，

Ｆ型子虫100隻および寄生期雌虫20隻について，体長，
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９６：体長に対する百分率を示す．

＊ｔ検定においてＳ・sZeγＣＯγαZｉｓ

*＊ｔ検定においてＳｓｒｅ'てｏｒαZ/ｓ

より有意的(Ｐ＜0.05)に大きいもの．

より有意的(P＜０．０５)に小さいもの．

（２）



３

ぴ回腸部（19.3％）ともに検出され，十二指腸部に多い

傾向にあり，回腸部には比較的少なく，特に回腸下部か

らは全く検出されなかった．接種後剖検までの日数によ

って分布に差が見られ，４カ月齢までの子犬について見

ると，日数が長くなるほど小腸下部に寄生部位が移るよ

うであった．

３．マウスへの接種試験

一般に検出虫体数はバラツキが大きく，しかも少数で

あり一定の傾向を示さなかった．５日目までは比較的多

数検出されたが，８日目以降激減したものの30日後にも

検出された．

検出されたＦ型子虫の虫体各部位の計測値を接種前の

Ｆ型子虫と比較して百分率によって第４表に示した．こ

れによるとほぼ全検査日に腸管長および尾長の短縮が見

られ，したがって体長も短縮した．しかし食道長はまち

まちであった．体幅はすべての検査日に伸長していた．

第４表マウス体内から得られたSZ7o7zgy/oi〃ｓ

ｓｐ・子虫の諸部位の伸縮率

よび第１表に示した．

２．犬への接種試験

接種した12頭は年齢，性別，体重に関係なく感染が成

立した．糞便内には含子虫卵として排泄され，prepa‐

tentperiodは培養法および塗抹法とも７～10日（平均

8.3日）であり，また，年齢その他による差は見られな

かった(第２表)．接種後毎日ＥＰＧを算定した６頭にお

けるその消長には個体間に差があって一定の傾向が見ら

れなかった．

第２表ＳＺ'刀"ｇｙＪＭｍｓｐ、のprepatentperiod
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臨床症状としては，すべての犬が痩削し，衰弱死亡し

たものは剖検例を除いた７頭中５頭であった．

剖検における寄生期雌虫の腸管内分布は第３表に示し

た．虫体は十二指腸部(45.4％)，空腸部（31.5％）およ

第３表供試犬の小腸における

＊接種前のＦ型子虫

『o/此ｓｓｐ、雌虫の分布(隻）SZ7o"gyZo/此ｓ
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０
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０
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計 614 1,090 217 410１，１７７
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わち，Ｒ型雌虫の体幅,頭端から神経環まで,腸管起始部

まで，腸管起始部まで，陰門まで，および肛門までの距

離，Ｒ型雄虫の体幅，頭端から神経環までの距離，およ

び交接刺長，Ｆ型子虫の頭端から腸管起始部まで，肛門

までの距離，および生殖原基長，寄生期雌虫の頭端から

神経環まで，腸管起始部まで，陰門まで，および肛門ま

での距離はすべて有意的（P＜0.05）にＳＳＰがＳ・

sz．より大きかったが，第１表の＊*印の部位，すなわ

ち，Ｒ型雌虫の尾長,寄生期雌虫の尾長，Ｆ型子虫の頭端

から神経環まで,生殖原基までの距離,および尾長はｓ、

sLが５W・ｓｐ、よりも有意的（P＜０．０５）に大きかった．

以上のように，Ｓ・ｓｐ．とＳ・”、の間には形態，計測

値に明らかな差異が見られた．

２．犬への接種試験

犬から得た糞線虫の犬に対する感染試験の報告例は少

ないが（Ｗａｒｅ＆Ware、１９２３；堀江ら，1967)，人から

得た糞線虫（s・srerco7aJis）の犬への接種試験は数多

く報告されている（大平，１９１８；Sandground，１９２８；

Kreis、１９３２；田中，１９６５；松野，1970)．それらによる

とprepatentperiodは最短５日（大平，1918）最長１９

日（田中，1965）と幅が広い．これらと比較するとＳ、

sp・の値はＳｓｒ、についてのSandground（1928）の

それに近似しているが，前報に示したＳ・ｓｒ・の９～１４

日（平均10.7日）との間には有意差（Ｐ＜0.05）が見ら

れた．

糞便中に排泄される発育形態は,人由来（田中，１９６５；

Little，1966）および犬由来(堀江ら，1967）のSsZ.で

は人，犬ともに水潟下痢便以外ではＲ型子虫であるが，

今回のＳ・ｓＰ．ではすべて含子虫卵であり，子虫は全く

見られなかった．

田中（1965）は人由来のＳｓＺ．では幼犬（３カ月齢

以下，体重1.5～3.0kg）への1,000あるいは5,000隻以

上の子虫注入で感染が成立したが，patentperiodは著

しく短かい（３～38日）と報告した．前報（堀江ら，

1967）では，幼犬には容易に感染したが，成犬には感染

しなかった．また，接種後60日目まではほとんど毎日塗

抹法で検出することができたが，それ以後は子虫数減少

のため検出不能となり，培養法によっても次第に証明さ

れがたくなったものの,最長130日目まで検出された.し

かし，Ｓ・ｓＰでは幼犬,成犬のいずれにもよく感染した．

また，Ｎｏ．１１（４カ月齢)，Ｎｏ．１２（２年齢）は98日目

までは塗抹法で，その後140日目までは培養法で陽性で

あった．すなわち，両株には犬の年齢によって感染性に

狸）
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第２図各世代虫体

寄生生活

世代雌虫

考察

１．各発育期虫体の形態学的観察

第１表にはｔ検定においてＳ・ｓｒ．の対応する計測値

より有意的（P＜0.05）に大きかった部位に＊印を，有

音的にﾉﾄさかつた部位には**印を付した．また，第１図

第１表にはｔ検定においてＳ・ｓｆの対応する計測値

より有意的（P＜0.05）に大きかった部位に＊印を，有

意的に小さかった部位には**印を付した．また，第１図

には両系の虫卵，第２図には各期虫体の比較を示した．

含子虫卵はＳ・ｓｐ・よりＳ・ｓｒ、が大きかったが，自由

世代Ｒ型雌・雄虫，Ｆ型子虫および寄生期雌虫はいずれ

もＳ・ｓＺ・よりＳ､ｓｐが大きく，Ｒ型雄虫を除き，ｔ検

定において有意差が見られた．特に寄生期雌虫の差は著

しく，Ｓ・ｓＺ・の体長2303.1±118.5’に対して,Ｓ、ｓｐで

は3955.4±316.4〃を示し，また，尾部の形態にも差が

見られた(第３，４図)．更に，第１表の＊印の部位，すな

（４）
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明らかな差が見られた．

大平（1918）はＳ､ｓ２．が実験犬の十二指腸部に多か

ったと述べ，また，前報のＳ・ｓｒ、においても８０％弱が

十二指腸に寄生していた（Ｎｏ．５，７，８では，感染後

剖検までの日数は，それぞれ１７，１４，１１日目，接種数は

500,8,500,および10,000隻であった)．今回のＳＳＰ

においては寄生数は前報あるいは他の報告におけるより

も著しく多い例もあり，小腸全域に分布が見られ，ま

た，感染の経過に伴い，小腸下部に移動する傾向が見ら

れたが，４カ月齢以下の子犬の感染初期には小腸前部に

集中しており，前報の８．ｓz、との間には差が見られな

いもののようであった．

３．マウスへの感染試験

犬から得た糞線虫をマウスに接種した報告は前報（堀

江ら，1967）以外に見られない．前報のS・砿ではＦ型

子虫は接種後１日目に最も多く検出され，次第に減少し

ながら30日目にも検出された．また，８～17日目に若雌

虫が検出され，陰門もよく発達して寄生期雌虫と類似し

たが，子宮内に卵は認められず，体長も犬からの雌虫の

75～80％程度であった．今回のＳ・ｓｐでは若雌虫は全

く検出されず，子虫は30日目にも検出されたものの８日

目以降急減が目立った．

以上のようにＳ・ｓｚ．と比較して特に糞便内排泄発育

形態，犬への感染性，prepatentperiod，寄生期雌虫の

形態，卵の大きさおよびマウスに対する感染性に差異が

見られた．

総括

堺市内の推定年齢２歳，体重７．０ｋｇのプードル種牡

犬にＳＺγo"gyJoMessre7coraZiS（S・ｓＺ.）とは異なる

と思われる糞線虫（ＳＳＰ.）の寄生を認め，その発育各

期の形態学的観察，ならびに犬，マウスへの感染試験を

行ない，これらの所見を前報のＳ、ｓｚ、についての所見

と比較した．

１）８．ｓz・では成犬には感染せず，糞便内排泄発育期

はＲ型子虫，prepatentperiodは９～14日であったの

に対し，Ｓｓｐ．では幼・成犬ともに感受'性があり，糞

便内排泄発育期は含子虫卵，prepatentperiodは７～

１０日であった．

２）含子虫卵はＳｓｐ．よりＳ・ｓＺ・が有意的に大きか

ったが，自由世代Ｒ型雄虫を除き，自由世代Ｒ型雌虫，
●

Ｆ型子虫および寄生期雌虫はいずれもＳ・ｓｚ・より８．

sP・が有意的に大きかった．特に寄生期雌虫の差は著

しく，Ｓ・ｓＺ・の体長2303.1±118.5’に対して，８．ｓp・

では3955.4±31Ｍ似を示し，また，尾部の形態に差が

見られた．更に，体諾部の計測値にも有意差を示すもの

が見られた．

３）マウスへの皮下接種において，８．ｓ広は若雌虫に

発育したものも見られたが，Ｓ・ｓｐでは発育しなかっ

た．

以上の所見は，両系が別種であることを示すものと考

えられる．
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I Abstract I

STUDIES ON STRONGYLOIDES SP. ISOLATED FROM A DOG.

I. EXPERIMENTAL INFECTIONS IN DOGS AND MICE

Makio HORIE, Ryozi NODA, Shusaku NODA and Takafumi ONISHI

{Department of Veterinary Medicine, College of Agriculture,

Univesity of Osaka Prefecture)

Specimens of Strongyloides sp. were detected from a male Poodle, about 2 years of age

and approximately 7 kg. of body weight, in Sakai City soon after arrival from Nagasaki Pre

fecture. Morphological and biological studies were made on this specimen using dogs and mice

as experimental animals.

The results obtained were compared with those reported previously on other specimens

which had also been isolated from a dog and identified as Strongyloides stercoralis. The in

fections with Strongyloides sp. were established in both adults and puppies, embryonated eggs

were passed in the feces, and the prepatent period ranged from 7 to 10 days, while the in

fections with S. stercoralis were established in puppies alone, only rhabditiform larvae were

passed in the feces, and the prepatent period ranged from 9 to 14 days. The embryonated

eggs were significantly larger in S. stercoralis than in the unidentified species, and the free-

living females, filariform larvae and parasitic females were significantly larger in the latter

than in the former, especially, the parasitic females showing a remarkable difference i.e. 2303.1±

118.5 p in S. stercoralis and 3955.4+316.4 p. in the unidentified species. Their posterior por

tions were more abruptly attenuated in the latter species. In addition, there were significant

differences in the dimensions of several portions of various stages between the two species. In

mice, a small part of worms were developed into young females in S. stercoralis, but no de

velopment occurred in the unidentified species.

These results may suggest that the unidentified species is an independent species.




